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Ca 2157 2347 8．8A P 999 1106 10．7
Ca 4159 4909 18．0B
P 2056 2557 24．4








































































































































































































































































































































頁 段　・　行 誤 正
右・4～5
@下　2
管間基質
ﾇ間基質は
管周基質
ﾇ周基質は
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図1：61歳男性下顎左側第2大臼歯の非包埋研磨標本のマイクロラジオグラフ．
　　　歯根透明象牙質の横断された象牙細管はほとんどが閉鎖し，それは管間基質よりもX線不透過性となって
　　　　　　しかし一部には中心部にX線透過部をもつ象牙細管も認められる（矢印）．（×1，250）　　　いる．図2：72歳女性下顎右側犬歯の歯根透明象牙質の破折面を走査電子顕微鏡でみたものである。右上方の象牙細管
　　　は中央部に円形の空隙がみえるが，左中央の象牙細管は完全に閉鎖し，いずれも管間基質より緻密な構造
　　　　　　　　（×10，000）をしている．図3：79歳女性上顎左側側切歯の歯根透明象牙質の非脱灰切片を無染色にて透過電子顕微鏡で観察したものであ
　　　る．中央に電子密度の高い閉鎖した象牙細管がみられる．（×20，000）
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図4　図3の管間基質の拡大像で，長いリボン状の結晶が疎に排列しており，挿入図の電子線回折パターンはそ
　　　れらがある方向性をもっていることを示している．（×250，000）
図5　図3の象牙細管内の拡大像と電子線回折パターンである．
　　　微小な結晶が密に沈着し，電子線回折パターンからそれは方向性をもたない均質な状態であることがわか
　　　る．（×250，000）
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図6：図3と同じ試料の非脱灰無染色切片の走査透過電子顕微鏡像（STEM像）である．中央部に密で電子密
　　　度の高い閉鎖象牙細管がみえる．亀裂は人工産物である．（×30，000）
図7：図6の管間基質をエネルギー分散形（EDX）で元素分析したスベクトルである．　Ca，Pのピークが出て
　　　いる。一番右のピークは試料をのせたグリッドのCuを示す。
図8：図6の象牙細管内沈着物をエネルギー分散形（EDX）で元素分析したスペクトルである．同じくCa，
　　　Pのピークが出ているが，図7の管間基質と比較するとどちらのピークも少し高くなっており，象牙細管
　　　内沈着物の方がCa，Pとも多いことがうかがえる．
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図9：74歳女性上顎左側第1大臼歯の歯根透明象牙質の破折面をパフ研磨し，波長分散形（WDS）で各元素の線
　　　分析を行なった写真である．中央の丸く明るくみえるところが象牙細管に相当し，中央の直線上をCa，P，
　　　0について分析してみると，Ca，Pは象牙細管内で多少の高まりをみせているがOはほとんど変化がない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（×7，000）
図10：図9と同じく波長分散形（WDS）でSとMgについて線分折した写真である．　Mgは象牙細管内で明らかに
　　　高くなっているが，Sはわずかに高くなっているように見える．（x7，000）
